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0．中期計画 準備プロセス
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本庄ロータリークラブ

中期計画の作成と実施のプロセス
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戦略計画委員会の設置

クラブの現状分析

ビジョンに向けた優先事項を設定

ビジョン（テーマ）の大枠を作成

優先事項に沿って３年後の目標設定

須田担当副会長
真下委員長、武井副委員長
委員８名

会員満足度アンケート実施

ロータリーの目的、中核的
価値観に沿った方向性を策定

①組織の成長と発展の促進
②プログラムの評価・改善
③デジタル・イノベーションの推進
④ガバナンスの向上
の観点で優先事項、３年後の
目標を設定

• 戦略計画委員会は、下記のプロセスに沿って、中期計画を作成した。
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中期計画策定のベース①
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•中期計画作成の検討時には、ロータリーの目的、５つの中核的価値
観、4つの優先項目、４つのテストに照らした。
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中期計画策定のベース②
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クラブの現状分析①

• 2025年7月に会員満足度アンケートを実施。アンケート結果
から、課題が分かった。
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主な課題 内容

1 新会員の増加の
影響

• 入会3年未満のクラブに溶け込めていない
グループと、急な会員増加に危機感を感
じているグループの存在

（入会3年未満）クラブに居場所がない。
例会出席が苦痛

（既存会員） 組織の一体感の低下、
クラブの価値低下の懸念
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クラブの現状分析②
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主な課題 内容

２ 会費 ふさわしい会費額

３ 寄付 寄付の任意性担保

４ 例会数 月3回 or 月2回

５ 例会場 料理における質の向上

６ 会員数 ふさわしい会員数の範囲

•会員満足度アンケートから、以下の項目も課題感として挙がった。

• 60周年記念誌で実施された歴代会長、地区役員経験者による   
座談会（将来のクラブ、ロータリーアンに向けたメッセージ）の内容も
吟味し、次ページ以降に意見としてまとめた。



本庄ロータリークラブ

意見のまとめ①
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奉仕意
識を高め
る

• 職業人として互いに影響を与えられる環境
• 仕事につなげたい
• 職業奉仕の意義を徹底したい
• 職業倫理、高潔性、リーダシップを学びたい
• 社会弱者を支援したい
• ポリオ、希望の風、上里学園、交換留学生制度を続けたい。
• 入りて学び、出でて奉仕せよ

組織への
帰属意
識を高め
る

• クラブに溶け込めていない（約2割）
• 何でも話しやすい環境づくりが大切
• 仲間・友人が増えた
• 人生の先輩に会え、お付き合いの幅が増えた
• 改めてロータリーを学ぶ場が必要
• 若手とベテランの調和が大切
• 新会員のフォロー、退会者を出さない工夫
• 役を与えると出てくる。重要感を持たせて出席を促す
• クラブフィロソフィーの言語化でブランディング
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意見のまとめ②
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クラブの
価値を高
める

• 青少年、国際、社会奉仕への参加に対し会員満足度は高い
• 仕事以外の知り合いが増えた
• 意識の高い方々の集まりで刺激を受けた
• 経営者に役立つ例会にしてほしい
• 親睦活動に対する会員満足度は高い
• なにかワクワク感のあるものにチャレンジしては
• もっと地域に身近な存在に
• 出席率を高めたい
• ガバナー輩出、地区への貢献
• クラブ、会員の自立性を高めるリーダシップ開発

織田会
長の思い

• 仕事、家庭を忘れて仲良く例会に出席
• 命の洗濯にきてください。
• ロータリーは癒しの場
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意見のまとめ③
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その他 • 入ってよかったロータリー
• 自分のペースで参加している
• 地域の課題を取り上げて解決するロータリー
• ロータリーならではの例会
• 女性会員比率を高めたい
• 例会時に私語が多いので、規律を高めて
• 別の団体の話はあまりしないで
• 会費、寄付金を大切に。透明性を高めて
• 急激な会員増強はどうかと
• 皆仲良く、派閥がないのが伝統
• 人との出会いを大切に
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ビジョン（テーマ）の大枠
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テーマ 「私とあなた、そして私たちの 本庄ロータリークラブ」
～家（クラブ）に帰ろう～

テーマソング 竹内まりや 「家（うち）に帰ろう（マイ・スイートホーム）」
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ビジョン（テーマ）に向けた
優先事項を設定
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優先事項 （参考）４つの優先項目

１．組織の成長と発展の促進 参加者の積極的なかかわりを促
す

２．プログラムの評価・改善 より大きなインパクトをもたらす

３．デジタル・イノベーションの
推進

参加者の基盤を広げる

４．ガバナンスの向上 適応力を高める

•戦略計画を4つの優先事項のもと策定した。

＊未来の会長の自由度を担保するため、細かな数値目標等には触れないこととした。
＊2025ー2026年度（織田会長・橋本幹事）において中計を策定し、有効期間は3年間とし、
その都度対象年度において見直しを行うことにする。
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1．組織の成長と発展の促進
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本庄ロータリークラブ中期計画
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組織の成長と発展のためにRLI的対話
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目的 • 会員数と多様性を高める
• 一人ひとりの強みを活かす組織にする
• 学び合い、成長し続けるクラブ文化の確立

• RLI ＊を活かして “ 考えるリーダー ” が育つクラブへ～

課題 課題を解決するための取り組み

増強は好調だが 
入会後の理解定着

• 積極的に参加を促す。情報共有と声掛け。メンター
制度の設置

• 本庄RCのクラブ管理運営委員会内に研修担当者を
設置： RLI的対話（気づきが生まれる対話）など
初期研修提供や、RLI受講を管理

「学びながらクラブをよくす
る」文化の維持

フォロワーシップが不足

• 参加者中心のクラブ運営（フォローワーシップ確立）
• 価値観(奉仕/親睦/多様性/高潔性/リーダーシップ)
の共有。

• 定期懇談会で関係性を強化

本庄RCの多様性・
尊重・温かさの維持

• 交流・学びの場づくり（職業奉仕月間での討議）
• リーダシップ開発（特に理事就任時に、RLI受講の
推進、受講者一覧は計画書に掲載）

＊RLIとは質の高いリーダシップ教育を通じて、ロータリークラブを強化するための地区リーダーシップ開発プログラム。
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期待される効果

16

インパクト
向上

基盤拡大

積極的
参加

適応力
向上

会員の自発的アイデアが実行へ→活動の強化

定着率 UP→増強が “ 増やすだけで終わらない ”

「話す・考える」機会が増え、参加意欲 UP
リーダーを支える参加者のフォローワーシップの確立

多様な視点を取り込み、変化に強い組織へ

• 本庄RC内での研修効果、RLI 参加者増による効果： RLI は、
クラブの 成長の “ エンジン ” となる

みんなが考えるリーダーに。

量と質の向上
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2．プログラムの評価・改善
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本庄ロータリークラブ中期計画
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課題 課題を解決するための取り組み

3年未満会員への魅力度
向上

• 教育、親睦活動への参加促進
• 広報活動
• メンター制度、本庄RC内でRLI的な研修の提供

会費金額、寄付への理解 • 寄付の使途など、説明機会の提供

魅力的な例会提供 • 会長カラーを反映した魅力あるプログラムの提供
（昼間と夜間回数はフレキシブルに。
個人的/職業的なつながりを築く機会の提供）

会員増強 • クラブの魅力を提供し会員価値の維持向上を図る
本庄メソッド*に基づいた増強活動を実施

プログラムの評価と改善①
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目的 • 親睦を通じた相互理解のもと、各種プログラム、奉仕活動を通じてリーダー
シップと職業スキルを磨き、世界理解、地域社会の問題に取り組む

• より魅力的なプログラムにし、RC活動の魅力度を増す。

【ニコニコBOX委員会】
【R米山記念奨学委員会】

【プログラム委員会】

【会員増強委員会】

【3年未満委員会】

＊本庄メソッドとは、準備年度から次年度の新会員を勧誘し、丁寧な説明で納得のもった入会を促すこと。
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プログラムの評価と改善②
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課題 課題を解決するための取り組み

全般的に学ぶ場 • 入会時に冊子「今日からロータリアン」の配布とオリエ
ンテーション

• 職業奉仕を通じた全般的なスキル・リーダシップ研修
• クラブ理事就任時でのRLI参加

地域に根差した奉仕 • 上里学園への奉仕継続
• 希望の風の継続支援
• 地域の課題を解決するプログラムの検討

より魅力的な会員交流 • 参加者中心の親睦活動、積極的な参加促進
（宿泊でも行ったことのない場所か、近場で日帰りのプ
ログラムの提供）

国際奉仕 • 国際大会、ポリオ撲滅活動、海外クラブへのメーク
アップへの参加

• 海外のクラブと連携し、グローバル補助金の活用

青少年プログラム • 交換留学生（受入れ、派遣）の活性化
留学後、将来的なボランティア参加への道筋創出

【クラブ管理運営委員会】
【会員増強委員会】
【職業奉仕委員会】

【ロータリー財団委員会】
【奉仕プロジェクト委員会】

【親睦活動委員会】

【国際奉仕委員会】

【青少年プログラム委員会】
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期待される効果
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退会防止

リーダー
シップ、職
業スキル向

上

世界理解、
地域社会
の問題解
決

• より魅力的なRCになり、退会の未然防止にな
る。

• 自分の能力向上、稼業の業績向上につながる。

• 世界・地域の平和維持、会員価値向上につ
ながる。

• より魅力的なプログラム実行により、RC活動の魅力が増す。
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3．デジタル・イノベーションの推進
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本庄ロータリークラブ中期計画



本庄ロータリークラブ

課題 課題を解決するための取り組み

IT技術を活用した会員
間のコミュニケーション

事務局機能の省力化

• 現状把握(連絡手段の実態調査)
• 最適なデジタルツール選定
• 操作説明・デジタル勉強会
• サポート
• 運用ルールの明確化
• 効果検証・改善

ブランド戦略の向上と
SNSを含む広報活動の
最適化

• 現状分析(地域での認知度調査)
• コンテンツ設計（写真・動画・ストーリー）
• SNS運用体制の整備 （交換留学生の

facebookへの写真アップロードの検討）
• ブランドメッセージ統一（マナー、色使い）
• 成果共有・PDCA 

デジタル・イノベーションでRC魅力度向上
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目的 • デジタル化を推進しクラブの会員同士のつながりを深め、 地域社会に向け
発信力を高める。

• テクノロジーの活用を通じて、「知る・つながる・広げる」ロータリーを実現する

• 会員の一体感向上と、地域社会におけるRC存在価値の発信
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期待される効果
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つながり

認知度

若い世代
へのリーチ

魅力発信

• デジタルは冷たい仕組みではなく、また若年層だけが対象ではない。
• 人をつなぐ架け橋という捉え方で、クラブの思いや温もりを伝えていく。

会員同士のつながりが強まり、情報伝達がスムー
ズに。

地域住民へのロータリー認知度が向上。

若い世代へのアプローチ機会が増加。

クラブの「温かさ」や「活動の魅力」がデジタルを
通じて広がる。
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4．ガバナンスの向上  
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本庄ロータリークラブ中期計画
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課題 課題を解決するための取り組み

説明責任 • 意思決定プロセスの透明化・明確化と文書化
会長→理事会→例会→クラブ協議会→会員への説明の明確化
決定事項は必ずクラブ内で共有し、議事録必須

取り組みの継続
性、一貫性

• 執行部交代時の引継ぎの標準化
事業目的・課題・成果を簡潔に整理した「振り返りシート」を作成

透明性の維持 • 情報公開と透明性の向上
理事会報告の共有、予算・実績の説明、会員アンケートの実施

参加度合の個人
差
強制力のない集
合体

• 参加型運営の推進
多様な意見を反映させる場の設置、複数会員参加

公正で透明性のある運営のために

25

目的 • 現在のクラブ状況（会員増加、年齢層の拡大、単年度制の影響）を    
踏まえ、今後の持続的な発展に向けてガバナンス強化が必要である

• クラブの理念・規則に基づいて、公正で透明性のある運営を効率的に      
継続できる仕組みを整える

• ガバナンス強化で公正で透明性のある運営をする。
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期待される効果
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透明性

効率性
継続性

参加性

不透明感を無くし会員の理解と協力を得やすくなる

単年度制の弱点を補い、継続性と一貫性を確保で
きる

信頼を生み、クラブの一体感を高められる

会員が主体的に関与し、自分事としてクラブ運営
に関わる
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あとがき①
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今、貴方のクラブは「元気」ですかと問われたら、何と答えますか？

私達が描く将来像は、国際ロータリーとクラブが、より大きく豊かで大胆に、そしてロータ
リーブランドを魅力的なものにして、時代に相応しい存在にする事も一つの答えではないで
しょうか。

日本のロータリーもかつては１３万人以上の会員を有していましたが、現在では８４,
０００名であります。

奉仕活動の不足、例会プログラムのマンネリ化等により、会員の退会、クラブの解散等
の問題もありますが、一番の問題は例会の在り方やクラブの活性化を構築し、多様性あ
るクラブ作りと共に、その中で新しい多くの素晴らしい出会いが出来るクラブ環境作りが必
要では無いでしょうか。

国際ロータリーでは「会長テーマ」が「会長メッセージ」に変わり、その為にクラブでは三年
先までの「中期計画を作成」するようになりました。

今年度会長 織田裕之氏、幹事 橋本和也氏は「会員満足度アンケート」調査を行
い、委員会組織に「戦略計画委員会」を新設し、「短期・中期戦略の策定」を手がけまし
た。 次ページに続く
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テーマにより５グループに分かれ討議した内容を、６０周年記念誌での歴代会長、地
区役員経験者による座談会等の内容も加味して、さらに全体委員会で協議して纏め上
げました。この中期計画策定のベースは、「ロータリーの綱領」、「ロータリーの目的」、「四つ
のテスト」、「４つの優先項目」であります。これに照らし合わせて、クラブの現状分析、ビ
ジョンの大枠、そしてビジョンに向けた優先事項を設定しました。

中間報告を兼ねて理事会、クラブ協議会で発表をし、会長織田裕之氏に答申しました。
此の策定は次年度からの会長方針に取り上げて頂くことになりますが、「仏作って魂入れ
ず」になりませんように、 次年度会長 巴 高志氏、幹事 髙橋 豊氏、次次年度会長 
髙橋 豊氏、幹事 木村勝己氏には是非とも最優先にテーマ、プログラム、奉仕活動に取
り入れて頂きたいと懇願いたします。

「奉仕の友と63年」、折角入会した本庄ロータリークラブでありますから、「面白くて、為に
なる」本庄ロータリークラブを目指そうではあませんか。

委員会構成は入会１０年未満の会員が８名、パスト会長は矢島淳一会員に小生の
２名でありましたが、協議も活発でありました。終わりに、担当副会長 須田礼子氏、委
員長 真下敏明氏、副委員長 武井晶裕氏のリーダーシップに感謝を申し上げます。また
アンケートのまとめ、構成、編集等を担当していただきました木村勝己会員に感謝を申し
上げるとともに、あとがきにいたします。 戦略計画委員会 加藤玄静

あとがき②
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戦略計画委員会メンバー
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担当副会長 須田礼子

委員長 真下敏明

副委員長 武井晶裕

委員 加藤玄静
矢島淳一
井田直貴
髙橋祐介
山崎仁美
木村勝己
工藤正幸
田村孝康
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（補足資料）
会員満足度アンケートの結果
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本庄ロータリークラブ

会員満足度アンケートの目的

31

目的 • 現状のクラブを分析（長所・短所）して
課題を抽出する。

• ロータリーの理念「超我の奉仕」を実現する
ために、短期・中長期的ビジョンを策定して、
現状の問題を解決に繋げていく。



本庄ロータリークラブ

有効回答数

32

回答数
（回答率）

• LINE利用会員88名中、44名回答
（回答率50％）

回答の方法 • 会員グループLINEで案内し、Google 
formsで回答。

回答期間 • 2025年7月4日～7月31日



本庄ロータリークラブ

Q1.会員属性（会員期間）

33

• あなたは本庄ロータリークラブに入会して何年ですか？

SUMMARY • 10年未満が70.4％回答
（うち、3年未満が22.7％回答）

6.8％



本庄ロータリークラブ

Q2.入会後の心境変化

•入会して３年未満の方に質問です。ロータリーに入会
してからそれまでと変わったことはありますか

34

POSITIVE COMMENTS： 人脈の拡大

• 仲間が増えた
• いろんな方と知り合い、交流が持てたり、いろんな経験が出来ている、
• 意識の高い方の集まりなのでもっと自分自身身近なところから整えていこうと
思いました。

• 友人が増えた
• 普段お会いできない方に会える事が、良いと思います。
• 先輩によくしていただき、お付き合いの幅が増えた。
• 奉仕について考える機会が増えた。地域を超え、幅の広い交流をするように
なった。

• 仕事以外の知り合いが増えた

SUGGESTIONS： 例会出席の苦痛

• 毎回の例会出席が苦痛に感じる。



本庄ロータリークラブ

Q3.溶け込めているか

•あなたは本庄ロータリークラブに溶け込めていると感じますか？

35

SUMMARY • そう思う～ややそう思う 81.8％
• やや思わない～そう思わない  18.2％

6.8％
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Q3-2.溶け込めているか

•前問で「ややそう思わない」「そう思わない」と回答された方へ。

その理由を教えてください。

36

SUGGESTIONS：仕組み理解、コミュニケーション機会、参加回数の不足

• まだロータリーの内容を理解できていないので。
• 例会の日が来ると億劫に思うから
• 自分から積極的に話しかけられていないので自分の問題と思います
• ルーティンワークが多過ぎて、不満が募る！
• 自分の居場所がないように思う。自分とは相容れないところがある。
• なかなか参加できない為
• 参加していない
• 例会で同じテーブルに座っても、無言または自分の存在は無視される事が多
い。未経験のイベントなど、誰にも全く説明をされず当日オロオロしてしまう。
決まり事などを知る機会がほば無い。

• 人数が多いので、コミュニケーションがとれていないと感じるため。



本庄ロータリークラブ

Q4.活動、プロジェクト

•以下の活動及びプロジェクトへの参加に対し満足して
いますか？

37

SUMMARY • 全般的に満足、やや満足。
• 会員への教育、広報活動、募金活動、親睦活動
において、やや不満、不満がある意見あり。
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Q4-2.活動及びプロジェクト

•前問の活動及びプロジェクトについてご意見・ご提案

38

POSITIVE COMMENTS：上里学園PJの継続

• 上里学園プロジェクトには、より多くのメンバーに関わってもらえると良い。
• 上里学園への奉仕活動は今後とも継続事業として続けてほしい。
• 年度によっても違いますがバランスよく奉仕活動されてると思う

SUGGESTIONS：現状を学ぶ機会、広報活動

• クラブの奉仕活動について、今一度、確認した方が良いのでは。
• 新会員も増えて、改めてロータリーを学ぶ機会が必要だと思います
• 新会員にもわかりやすくアナウンスをした方がいいのでは。
• 地域の皆さんにもっと身近な親しみやすい団体になるべきだと思う。
• いろいろな活動がありますが、まだ携わっていない事もあるので、よくわからない
部分があります。

• 青少年奉仕活動はクラブとしてよくやっていると思うが、その他はよくわからない
• 募金の使われ方の報告が不透明なのと、広報が弱いと感じてます。
• 例会数が減ったことによりプログラム内容が固定化した感があるので、何かワク
ワク感のあるものにチャレンジしてみては如何でしょうか。

• 土日祝日は避けて欲しい



本庄ロータリークラブ

Q5.費用感

•以下の会員活動に関する費用をどう思いますか？

39

SUMMARY • 財団から求められる寄付、クラブ会費が多すぎる
意見あり
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Q5-2.費用感

•前問の費用についてご意見・ご提案

40

SUGGESTIONS：会費の削減、寄付の任意性

• 今の、ご時世を考慮すると、減らした方が良いとおもいます。
• 例会数をもう少し抑えて、会費の軽減を図ってもらいたい。
• 地区費用の軽減に努力して頂きたい。
• 食事費用が掛かり過ぎている。財団の寄付金は全額会費から捻出するべき
と思う。ニコニコについては、基本的に任意性を継続してください。

• ロータリー会員以外にも毎回寄付がある事は知らなかったので、説明は欲し
かったです。

• ニコニコや財団、米山などの寄付に対してロータリアンは案外しみったれが多い。
個人の自由といえばそれまで。

• 財団の使われ方の報告が薄い。



本庄ロータリークラブ

Q6.例会数

•毎月の例会数について伺います

41

SUMMARY • 月3回（現状維持）が61.4％
• 月2回が29.5％
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Q7 例会の評価

42

• 毎週の例会について以下の点をどう評価しますか？
（内容量、プログラム構成、親睦の時間）

SUMMARY • 現状維持でほぼ満足
• 親睦の時間が、若干少なすぎる意見あり
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Q8.例会場の評価

43

• 例会の会場への評価を伺います
（サービス全般、食事の量、食事の質、提供の速さ）

SUMMARY • 満足～やや満足が多数。
• 食事の量と質で、やや不満あり。
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SUGGESTIONS：量より質の料理、携帯電話の電波環境

• コーヒーもいつも無くなってしまっていますので、多めに用意して頂けたら嬉しい
です。

• 食事は、量より味を優先して貰いたい。
• 仕方ない
• 質やメニューが落ちている 品数より質を重視して欲しい
• 洋食的メニューが少ないので増やしてほしい
• 食事の量は女性には多い。創作料理すぎる、普通でよい。
• 料理の量が多い。
• 各テーブルに食事のメニューが欲しい。
• 会員数が増えている。分散例会で対応するしかない。
• 携帯電話の電波の接続が悪いので、改善してほしいです。

Q8-2.例会場

44

• 例会場について ご意見・ご提案
POSITIVE COMMENTS：質の継続、駐車場完備

• 毎週の例会なので、食事も楽しみにしています。質の良いものが良いです。
• 他にも駐車場も近いし皆止められるのがいいところだと思います。
• いまのままで良いと思う。
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Q9.移動例会

45

• 移動例会について

SUMMARY • 行ったことがない場所、近場で日帰りを希望
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Q9-2.移動例会

46

• 移動例会について ご意見・ご提案

46

POSITIVE COMMENTS：年度の変化

• 基本的には年度の色でいいと思いますロータリーだからこその移動例会がいい

SUGGESTIONS：普段行けない場所、日帰り、

• 個人では中々行かない場所に行って欲しい
• ロータリーメンバーで無くては行けない処を企画して欲しい。
• ロータリーならでは なかなか行けないところも良いと思う
• ロータリーだから行けるところや、豪華なところにいきたい
• 目的を持って開催してください。
• 出来るだけ日帰り可能なところが良い。
• 宿泊を伴う場合は、前後どちらかに休日を入れてもらうと参加しやすい。
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Q10.クラブ週報

•クラブ週報が提供する情報量について

47

SUMMARY • 情報量は適正が多数
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Q11.会員価値

•会員であることの価値について

48

SUMMARY • 各価値において、肯定的な意見多数
• 会費を払う価値、時間を費やす価値において、
「あまりそう思わない」「そう思わない」という意見あ
り



本庄ロータリークラブ

Q11-2.会員価値

•価値についてご意見・ご提案

49

POSITIVE COMMENTS：人脈の拡大、価値の変化

• 会を通じて色々な仲間と知り合い、研鑽できることが最大の価値だと思う。
• 価値は自信の評価。先ずは楽しんでいただきたい。
• 時代と共にロータリーの価値は変化してきている。色んな価値があってよい。
昔は昔、今は今。変なステータスはいらない。

• 価値=退会者数、入会者数にあたいすると思う

SUGGESTIONS：見直す機会、社会の価値

• 価値についても改めて見直す機会がたまには必要かと思いました
• 全体的に中途半端な感じがする。
• ロータリーの中にいると社会への価値を実感できる場面は少ない。
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Q12.よかった例会企画

•今まででもっとも良かった例会の企画を教えてください

50

POSITIVE COMMENTS：京都、伊勢志摩、横須賀

• 京都旅行
• 京都への親睦旅行
• 伊勢の移動例会
• 移動例会で伊勢志摩へ行った企画
• 横須賀海上自衛隊への移動例会で「いずも」への乗船体験。
• 自衛隊基地見学
• 横須賀の移動例会
• 委員会別の夜例会
• 書き損じはがき
• 60周年記念式典例会
• 上里学園プロジェクト
• ベトナムの移動例会
• 担当委員会が企画するそれぞれの例会。手作りの例会。
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Q13.やりたい活動

•例会、ゴルフ部以外でやりたい活動はありますか？

51

POSITIVE COMMENTS：様々なアイデア

• トレッキングや山登り
• 飲み鉄部
• 三味線
• クラブの成り立ちや時代毎に取り組んできた活動に対する学習会などがあれ
ば嬉しい。

• 焼肉部
• ゴルフ以外の運動活動
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Q14.変えてほしいもの

•今後クラブに変えてほしいと思うことはありますか？
（何でも）

POSITIVE COMMENTS： 地域貢献、仕事の連携

• 地域の皆さんに参加していただける企画、運営
• 地域や外部との交流、接点を広げていって欲しい
• 地域に根差した活動。イベント等
• 母子家庭の学習塾代援助や就学補助などに、取り組んで欲しい。
• やはりクラブ活動を続けて行くには会社が繁栄していないと難しいと思います。
奉仕もありますので。

• せっかく他業種の方が沢山集まっていますので、仕事の繋がりも支援して頂け
るような企画があっても良いのかなぁと思っております。

• ジャムセッションをして欲しい
• 女性会員比率を高めたい。

52
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SUGGESTIONS：疎外感、新会員へのフォロー、仕事に役立つ例会、変
化

• 本庄クラブの立ち位置が青年会議所や商工会議所の青年部の延長線上に
あるように感じられて、それらの活動に携わってない者からすると、疎外感があ
る。

• 新会員へのフォローをもっと丁寧に。
• 例会時、私語等が多く見受けられるので、規律をもっと厳粛に。
• 現役の経営者にとって役立つ例会にしてほしい
•  ロータリーの話はつまらない
• 平等を意識して欲しい
• 食事の質。
• ロータリークラブの良き伝統は引継ぎ、悪しき慣習は省いていった方が良いと
思います。

• 会員増強。数ばかり増やすのもどうかと

Q14.変えてほしいもの
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SUGGESTIONS：会員数増への懸念（クラブの質、価値の維持）

• 正直、あまりにも急激な会員数の増大には、賛成しかねています。

そもそも、会員数１００人という目標に何の意味があるのか理解できません。確かに、組織が継続していくためには、一定の
新規会員の存在が必要ですが、それ以上の会員数の増大、しかも急激な増大は、かえって組織としての一体性を弱め、またこ
の組織の価値自体を下げることとなりかねないと考えます。

まず、１００名を維持することのメリットとは、何なのでしょうか？確かに、一定の人数が集まった方が、会の設立起源である、
様々な業種が集まって地域に貢献するという意義に沿うかもしれませんが、しかし、この趣旨からしても、単に多人数が集うという
のではなく、その業種の多様性といった、いわば量より質なのだと考えます。

一方で、現状のように、誰でも入れる、というだけではなく、むしろそれまでの人的関係（もっと言うならば、それまでに築かれた
上下関係）を背景として勧誘をした上での入会だと、結局ロータリーは、誰でも入れて、いつでも入れる、のみならず、頼まれて
ようやく入ってあげるという程度の会という位置づけとなりかねず、これまで築き上げてきた会の価値というものを下げかねないと感じ
ます。特に人間心理においては、一般的に、今だけ、とか、限られた人だけ、というのに人は魅力を感じるとされるようですが、それ
が、先ほど述べたようにいつでも入れる、頼まれたら入ればいい、そのうち入会を誘ってくる人がいるだろう、というのだとかえって会に
入会すること自体への特別感や魅力を削ぐ結果にしかならないものと思います。

また、一般的にも、集団において知らないメンバーが一挙に増えた場合、既存メンバーの存在が希薄化する要因ともなり、そう
した既存メンバーの組織に対する帰属意識を低下させ、求心力を弱めることとなりかねないと考えています。特に、今回のように
新規会員が２桁にもなり、現状の会員の１割にも及ぶ会員が一挙に増えるとなると、知らない人ばかりとなり、会全体の雰囲
気が変わったと感じ、ある種の居心地の悪さを感じるようになる会員がいてもおかしくないように思います。

会員数が増えると、それに伴って管理コストも増大するのではないかと思われますが（例えば、例会の会場として広いところを
用意しなければならないなど）、今後人口が減ることが予想される中で長期的に見た場合、会員数も減っていくことを予想しな
ければならないと思えるところ、その時に、膨らんだ体制を維持するためにまた新規会員を無理して集めてこなければならないとな
ると、結局上述のような悪循環になるように思っており、そうすると、現段階からも無理をした会員増大方針はやめ、せいぜい一
昔前の会員数が維持できれば良いという程度に割り切り、むしろ会としてのダウンサイジングを図るべきではないかと思っています。

Q14.変えてほしいもの
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